
第 26号様式（第 63条関係） 

 

令和４年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」 

所 在 地 鹿屋市吾平町麓2973番地 

指定管理者 

名 称： ＩＨＵ株式会社         

代表者： 代表取締役 岩満 嵩介      

住 所： 宮崎県都城市上町14街区21号   

連絡先： 0986-77-7280          

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（毎月） 

●その他（意見箱設置） 

●事業決算の確認（４月） 

●利用者アンケート（あり） 

 

担当部課 

（問合せ先） 
農林商工部商工振興課  電話0994-31-1164 内線3241 

 

【モニタリングの総合評価】 

・新型コロナウイルス感染症の影響が続くなか、感染予防対策を講じながら、グラ

ウンドゴルフ大会の開催や鹿児島県飲食店第三者認証の取得など、利用者数の回

復に努めている。また、全国的な国内旅行等の回復傾向を受けて、宿泊利用者も

回復しつつある。 

・従業員のシフト調整、業務内容の見直しや館内照明のLED化など、経費削減に努め

ている。 

（利用者数の推移） 

年 度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

利用者数 147,050人 166,575人 130,403人 127,065人 134,236人 

前年度比 17,195人 19,525人 △36,172人 △3,338人 7,171人 
  

 

【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

・施設の老朽化等の改修 

・利用者を増やすための取組 

 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

・高齢者を中心とした入浴施設の利用のほか、多目的広場でのスポーツ少年団の利用

や、市外からのビジネス客の宿泊など、当施設の設置目的である市民の健康増進と

福利厚生を図り、併せて交流の拠点施設となり、本市の活性化等に資するとの役割

が果たされている。 



⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

・地域でのイベントに対して、無料入浴券や食事券の提供、本社の発行するフリーペ

ーパーでの施設紹介など、利用促進が図られている。 

・当施設でのグラウンドゴルフ大会の開催や、周辺地域で開催されるグランドゴルフ

大会への協賛など、利用促進のための事業や地域貢献活動が行われている。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

・運営体制として、責任者１名、フロント２～３名、清掃４名(客室１名・施設１名・

浴室２名)、レストラン２名、夜間警備１名が配置されている。また、毎朝のミーテ

ィングを通じて職員間の連携を深めるなど、施設の円滑な運営が図られている。 

・トラブルや事故への対応、危機管理など、普段から情報伝達手段の充実や報連相の

徹底が図られており、危機管理やリスクマネジメントに対する責任と役割に応じた

運営がなされている。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

・施設内の事務所において、毎月の出納帳の管理、市への月次報告及び市の立入検査

の受入、収支内訳書の作成等が行われており、領収書等の証拠書類も適正に処理・

保管されている。 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

・組織体制や緊急時連絡網等が作成され、緊急時の対応・安全管理が行われている。 

・災害訓練の実施・消防計画書の作成など、災害時の対応に備えている。 

・日常的に塩素や温度の管理、測定が行われており、安全管理に努めている。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、空気清浄機の設置や徹底した消毒作業等に

努めるとともに、マスクを着用していない利用者への無償配布等の取組が行われて

いる。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

・木質チップボイラーを主熱源、重油ボイラーを補助熱源として運用することで、二

酸化炭素排出量を削減するとともに、本市の地域資源である森林の有効活用に努め

ている。 

・会社独自に設備調査や季節ごとにボイラーの出力や運転時間をこまめに調整するな

ど、燃費効率の改善に努め、省エネルギーに取り組まれている。 

⑶事業収支 

①経済性 

・毎月、部門ごとの収支が確認され、運営体制の見直しに努めている。 

・新型コロナウイルス感染症の影響による大幅な収入の減や、物価高騰等による経費

の増に対して、人件費や光熱水費等の歳出経費の削減や利用者の確保に努力してい

る。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

・新型コロナウイルス感染症等の影響を受けながらも、フリーマガジンの発行やイベ

ント企画等の多様な事業に取り組んでいる。 



第 27号様式（第 63条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 
１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」 所 管 課：商工振興課 

所 在 地 鹿屋市吾平町麓2973番地 設置年月日：平成10年12月 

設 置 目 的 市民の健康増進と福利厚生を図り、併せて交流の拠点となり、市の活性

化・定住促進に資するもの 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市交流センター「湯遊ランドあいら」条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 20,110㎡ 

延床面積 2,812㎡ 

《有料》 

 浴場・研修宿泊室・会議室・屋外スポーツ施設（夜間

照明） 

《無料》 

 休憩室 

事 業 概 要 （１）施設の使用の許可等に関する業務 

（２）施設の維持管理に関する業務 

 

２ 経営分析評価指標 

①事業収支 △5,829千円 ④外部委託費比率 5.2％ 

②利用料金比率 52.2％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 701.5円/人 

③人件費比率 40.0％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 129.8円/人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 341日（休館２回／月） 341日 

開館時間 7:00～22:00 7:00～22:00 

事業開催 年６回～ 年６回 

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

施設利用 

人数 

浴  場 ─  124,529人 

宿  泊 ─  4,393人 

会 議 室 ─  889人 

屋外施設 ─  4,425人 

計 ─  134,236人 

相談件数 ─  ─  

講座参加者数 ─  ─  

合 計 ─  134,236人 

 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

利

用

料

金 

入 浴 料 28,800 25,653 

宿 泊 料 

25,000 

19,648 

会 議 室 159 

屋 外 施 設 644 

小  計 53,800 46,104 

そ

の

他

収

入 

物 産 品 販 売 

48,728 

7,982 

自 動 販 売 機 1,246 

レストラン収入 15,040 

雑 収 入 545 

指 定 管 理 料 3,810 17,423 

小  計 52,538 42,236 

収 入 計 （ Ａ ） 106,338 88,340 

人 件 費 43,700 37,710 

光 熱 水 費 12,480 15,445 

修 繕 料 1,000 995 

管 理 費 35,420 32,814 

委 託 料 4,770 4,885 

公 租 公 課 30 30 

そ の 他 1,500 2,289 

支 出 計 （ Ｂ ） 98,900 94,169 

収 支 

（ Ａ ） － （ Ｂ ） 
7,438 △5,829 
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